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NS2リファレンスマニュアル

NS2にgdbとtcl-debuggerを有効へ

• gdbとtcl-debuggerをインストール

– gdb6.2.1: 
http://www.gnu.org/software/gdb/gdb.html

– tcl-debug-2.0: 
http://expect.nist.gov/tcl-debug/tcl-debug.tar.gz

• NS2にgdbとtcl-debuggerを有効する

– ./configure --enable-debug --with-tcldebug=../tcl-
debug-2.0 

– make clean
– make
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gdbとtcl-debuggerでNS2を実行

• あるｔｃｌファイルに最初の停止点を設定する
– 自分のｔｃｌプログラムファイル（wireless3.tcl）、ｔｃｌソースファイル（ns-

mobilenode.tcl）のいずれかに一行の“debug 1”を追加

– もう一回makeを実行する必要がある

gｄｂの起動画面

• “gdb ns” で実行
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gｄｂの使い方の概要

• l（list）：プログラムを表示する
• b (breakpoint)：breakpointの設定
• Info b： breakpointの情報を表示
• run：プログラムを実行

gdbとtcl-debuggerの実行概要

• ステップ実行
– step ：ソースの異なる行に到達するまで実行する
– next ：その時のスタックフレーム内でソースの次の行まで実行する

• c (continue)：再びbreakpointで止まる


